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高級合作社の成立から見る中国低層部における国家権力

祁 建民＊

はじめに

帝政以降の中国における国家権力について

は、伝統的観点として、大体県レベルまでと認

識されている。和田清は中国の帝政時期の政治

体制について、国家の統轄は州県まで、その以

下の一般庶民には殆んど及ばなかったと指摘し

た１）。清水盛光も県以下は国家機関と直接に関

与せず「郷人をして郷を治めるという方法を採

用した」２）という見解を示している。スキナー

も清末では、県レベル以下の政治統治は「非公

式な準政治組織より弱く、ほとんど効果的では

なかった」と述べている３）。県レベル以下の村

落に於ける国家権力と権威がどのような形で動

いたのかについては、多数の研究者が共同体、

郷紳、宗族、権力的文化ネクサスなどの「自治」・

「自律」・「慣習」及び「仲介」・「第三領域」な

どといった面から解釈してきたが、国家権力そ

のままの形の存在は軽視されてきた。

しかし、近年では、県レベル以下、或いは民

間社会にも国家権力がきちんと存在するという

観点及び中国における「国家」と「社会」との

関係の独自性に関する研究が現れた。以下の研

究は注目すべきであろう。

第一には、日本の中国史研究会の専制国家論

について、基層社会における国家権力をめぐる

研究が目立つ点が挙げられる。この研究会の共

同研究によれば、主権が集中した専制国家は小

経営を直接に編成した。国家編成の展開の基底

は小経営の生産関係であるという。唐宋以降は

人間関係の基調が、家族主義的な集団的関係を

基本とするものから、個別の人間関係（契約関

係等）を基本とするものへ変化していったとい

う観点が提出された４）。日本の中国史研究会の

この研究は、国家・個人間の統治関係を明らか

にし、家族を国家の社会統治に於ける仲介役に

据える見方を否定した。第二には、へレン・シュ

ウ（Helen, Siu）が伝統的な中国社会では県以

下の社会が自治的社区だという主流的な理論を

批判した。へレン・シュウによれば、国家は基

層社会からエリートを培養し、国家の行政を担

当するエリートはそれぞれのネットワークを利

用して、民間社会を制御しているという５）。こ

の研究はエリートを村落社会側の代表として見

なすことが困難であり、実際には彼らの基本的

な立ち位置が、国家の側に引き寄せられたこと

を明らかにした。第三には、魏光奇が秦漢以後、

国家組織はつぎつぎに他の社会組織を吸収し、

中国社会は徐々にばらばらとなり、弱体化して

きた状況を指摘した６）。国家権力の強大化は社

会の弱体化を招き、社会組織の管理は、自律的

な要因ではなく、主に国家権力によって左右さ

れた、という。第四には、夫馬進の善会善堂に

ついての研究からヒントが得られる。夫馬によ
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れば、パブリックなものの成長という視点から

研究して、国家から独立的なパブリックなもの

は発見できなかったという。清代における善堂

経営を見るかぎりで言えば、「国家と社会は相

い交わらないものということは決してなく、逆

に大きく交わり影響を与えあった。」中国の「国

家も生命体として極めて柔軟であり、新しいも

のを貪欲に吸収していったのである。」また、

民間人は国家が善堂経営に介入することを拒否

しない。「国家庇護は必要であった。」従って、

「国家が介入してゆくメカニズム、介入してゆ

かざるをえない構造を我々はここに思うべきで

あるし、「国家」がいかに「社会」を変形する

かをも思うべきである。そしてここにこそ、ヨー

ロッパ史とは違う中国史の独自性を見るべきで

ある。」と提起した７）。夫馬進の研究は、国家と

対立的で且つ独立性を具えるパブリックは存在

しないという観点について、善会善堂が出現し

た城市の社会組織を考察対象として導き出した

結論ではあるものの、村落と国家との関係につ

いての研究にも啓示を与えるものであった。

また、小田則子は清末華北村落の「公議」（華

北村落の中には、様々な集団的な行為が存在

し、村落（里、甲）あるいは宗族の構成員は共

同事業を行っていた。このような集団的な行為

を運営し、実施するにあたって、郷村の有力者

や「荘」の首事人たちは合議の席で取り決めを

行い、これに対して村人や宗族の構成員が協議

したり同意したりしていた。こうした活動を「公

議」という。）についての研究によって、つぎ

のような結論を得た。即ち華北の郷村の合議

（「公議」）のなかには、県政府と対抗するかに

見える自律的な輿論形成の活動や、広域的な公

益事業が出現するわけではない。郷保の選出、

同族の土地の管理、首事人への訴訟、村廟の修

理、祭りの運営、道や橋の修理、共有物の管理、

賭博の禁止、打更の実施など様々のことを県へ

報告、提訴、請願、命令を求めた８）。この研究

成果は、村落の権威は柔軟であり、村落秩序の

維持には国家権力の介入が必要不可欠であった

ことを説明している。

更に、中国の農民運動の視点から、ビアンコ

（Bianco, Lucien）が次のような見解を示して

いる。即ち統治者のエリートとしての代表者は

官吏で、地主ではなく、国家権力は農民自体が

身近に、直接的に感じられた統治者であった９）。

農民にとって、そのような圧迫者は村落内から

ではなく、国家権力からもたらされた者であ

り、国家と農民の統治関係が、中国に於ける統

治の基本的な構造関係であることを明示したの

である。

以上の研究は中国での善堂などの団体と県レ

ベル以下の国家権力の存在などの特質について

明らかにしており、大きなヒントを与えてくれ

る。本稿は一九五〇年代高級合作社の成立過程

の分析を通して現代中国基層社会における国家

権力の強さを考察することを趣旨としている。

また、本稿は華北村落において国家権力の伸ば

すことを考察することだけではなく、村からの

国家権力に対抗することに対しても注意を払っ

ている。

�．近代華北村落における国家権力の表現

古代中国以来、皇権国家統治の正当性は、す

べての土地と臣民が皇帝を頂点とした支配体制

の下に組み込まれ、「溥（普）天の下、王土に

非ざるは莫く、率土の浜、王臣に非ざるは莫し」

という言葉に示されるように、皇帝はすべての

臣民に対する支配権力を有するという点に由来

していた。事実、一九四〇年代当時の華北の調

査村に於ける農民たちの認識も、被支配者の立
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場に立って、このようなものであったことは、

以下に紹介する満鉄調査員が農民に対して行っ

た聞き取りからも裏付けられる。

［質問］「一体土地は誰のものか」

［答え］「これも国家のものだ。人々は借りて

いるから田賦を納めているのだ。」

［質問］「土地は国家のものだが、雨水は地上

に落ちると民有になるのか」

［答え］「否、双方とも国家のものだ。」

［質問］「土地の上の方は何代も使い慣れ肥料

を与えたりしているから、これは個人のもの

で、下は純粋に国家のものと考えられていない

か」

［答え］「上も下も国家のもの」さらに、「（地

下）水は四方より来たものであるから。即ち元

来その土地の下にのみあつたのでない。又土地

も国家のものだから、一人の人が我尽に独占し

ては不可だ。」１０）

このように「王土・王臣」の観念が庶民レベ

ルの政治文化として、中国における専制国家統

治の基盤になっていたことが知られよう。

県レベル以下において、村落内の国家権力は

ハードなものとソフトなものの両者が共存して

いた。ハードなものとしては、里甲、保甲、郷

地などの村落制度及び徴税、治安、裁判、科挙、

教化などの国家機構・権能が挙げられ、一方ソ

フトなものとしては儒教儀礼、民間信仰などが

あった。村落の保甲長、村長、庄長等は、国家

行政の末端の役に任ぜられると同時に、民間利

益の代表者・有力者をも兼任する二重の身分を

有しており、彼らは国家、あるいは民間として

の選択を臨機応変に行い、戦略を立てて行動し

ていた。

専制国家権力は、里甲、保甲、郷地制度のよ

うな「編戸斉民」政策の下に、徴税、徭役、治

安、勧農、教化などを実施し、人民の一人一人

を直接把握する個別的・人身的支配体制を整備

した。秦漢以降、王朝による民衆へのコントロー

ルは、血縁関係ではなく戸籍制度を通じて行わ

れ、ある学者は「中国専制国家は前近代の国家

のなかでは国家の社会からの分離・独自化が最

も進んだ国家である。」１１）と指摘し、比較史の

視点から、古代中国における王朝支配と社会と

の関係を明らかにした。古代より中国では、国

家によって社会が編成され「編戸斉民」の制度

が整備されてきた１２）。明代と清代の前半は里甲

制、保甲制を実施したが、それ以前の制度は、

すべて戸籍に基づいた人丁を対象として編成さ

れたものであった。清代中期以後、「攤丁入畆」

（康煕年間、「人丁」基準の科派は、「田土」に

一本化し、康煕末年、「地丁銀」が出現する。

その後、固定化された丁銀の額を、土地税の完

全な付加税として徴収する。雍正年間、いわゆ

る「地丁銀」が全国の通制となった。「人丁」

が王朝の課税対象から消滅した）が実施される

ようになると、人口の流動と土地の売買が増加

したため、戸籍制度は衰退し、その結果、より

緩やかな管理の枠組みとして華北地域に於いて

郷地制度が誕生するに至った。即ち、県と自然

村の間に、区画がなされ、在地組織が設立され

たのである。この区画は地方、官村、郷、鎮、

田 童、庄、路、鋪、廠、約、保、牌など様々

な名称があり、各区画は幾つかの自然村を包括

していた。この区画と村に於いて責任者が設け

られ、彼らは地方、郷約、保正、保長、地保、

廠正、社董、牌頭、郷長、村正、村長、村副、

村佐、門戸などと称されていた１３）。

このように再整備された在地の統治組織を統

制すべく専制国家は教化を重視し、国家のイデ

オロギーを普遍的に社会に注ぎ込もうと努め
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た。正に清水盛光が「成俗化民が政治の重要な

一条目とされて」いた１４）と指摘したように、教

化は、専制国家の行政体制に対応して発達した

イデオロギー装置であった。中村哲は、中国専

制国家は「小経営生産様式の発展に対応して、

国家機構の面では皇帝制・官僚制・軍事機構・

財政機構、社会編成の面では郷村統治組織、イ

デオロギー装置を発達させてゆく」と述べ

た１５）。このような非閉鎖的・流動的な社会の中

において、立身出世の近道となったのが科挙制

度であり、科挙試験の内容を通じて民衆に浸透

し、紳士や読書人と呼ばれる人々は、郷村内の

社会的優位性を以て国家意思を体現したのであ

る。滋賀秀三は、このように中国に於いて「価

値体系としての等質性が目立つ」と示唆し

た１６）。その原因は、科挙に負うところが大きい

のである。

王朝は宗法関係と儒教理念を利用し、「郷約」

を通じて、「礼」「忠」「孝」などの儒教理念を

宣伝した。国家権威と儒教権威とは一元化し

て、「国家意思への服従が規範への敬虔な順応

と意識され」た１７）。漢代の「三老」制度、宋代

の「呂氏郷約」などが教化の役割を負った、清

代には数回「聖諭」を出した。順治九年（一六

五二年）には「六論臥碑を公布・実施し、八旗

直隷各省に郷約を挙行せしめ、毎月朔〔一日＝

ついたち〕、望日〔十五日〕に公所に聚集して

宣読すべし。父母に孝順、長上を尊敬、郷里和

睦し、子孫に教訓し、各々生理を安んじ、非為

を作す毋れと」と通達した１８）。

民俗宗教の中にも、国家権力の影響が明確に

現われた。『慣行調査』によると、華北の農民

意識における天（玉皇上帝）の秩序は次のよう

なものである。地上の諸現象の「一切は天老爺

（玉皇―引用者）の意図による」、玉皇の側に

は四大天王・十八羅漢・二郎・哦咤などがい

る。これらの存在はその日の天候を随便（自由）

に按配してはならない。玉皇の意に反してはい

けない。随便は絶対に不可である１９）。城隍廟に

は城隍神がある。これは陰間（人間社会は陽間）

の県知事にあたり、地方官吏である。その下に

土地神がある、土地神は郷官であり、管理する

範囲が狭い。彼は「人間の善悪を城隍神に報告

して、凶吉を与える」２０）。

以上民間信仰の表現をみると、上天の玉皇上

帝及びその統治秩序が地上の皇帝（天子）およ

びその統治秩序と類似していることが分かる。

城隍廟と土地廟との関係、土地爺の村民への監

視も、国家権力の地域社会におけるかかわり方

と酷似し、翻ってそうした民間信仰における秩

序イメージが国家権力の存在を正当化していた

ことを象徴している。

このような有形無形の形を取りながら、清末

以前の県レベル以下においても国家権力の強い

影響は存在していた。全ての土地は国家に属す

るという強固な観念、戸籍編成による民衆掌握

の統治の伝統、忠孝一体の長期の教化及び上天

（玉帝）を中心とする民間信仰によって、王朝

は臣民を専制国家統治の下に直接的に帰属させ

てきた。国家権力が時と場所を問わず、常に存

在していたが故に、あらゆる農民蜂起はいずれ

もその矛先を国家政権へと直接向けることに

なったのである。したがって、県レベル以下に

は国家権力は存在せず、郷紳などが支配する自

律的社会であったという自治社会論は、華北村

落の実際とは符合しないといえよう。

前近代の華北農村社会の中に、国家権力は明

らかに存在した。しかし、この種の国家権力は

県以上の官僚機構に依存してその権力を行使し

たのではなく、固有の社会結合を利用し、それ

に依存しなければならず、そのようにしてはじ

めて、その影響を発揮出来たのである。この点
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については別の拙稿で論じた２１）。

�．高級合作社の成立と国家権力

互助組と初級合作社では、農民は「自主」的

に加入し、土地と大農具を個人で所有していた

が、高級合作社は村民全員が加入しなければな

らず、土地と大農具も集団化された。これは国

家によって強制的に実現されたものであり、国

家は高級合作社及び人民公社を通じて、農民全

員を「軍事」組織的に厳密に編成し、村落の生

産と生活を厳しく管理した。

高級社は村落全員の参加が義務付けられてい

た。以前は不参加であった中農と貧農もいた

が、高級社には地主と富農とともに全員参加し

なければならなかったのである。村人は初級合

作社には自由に参加したが、高級社には「皆参

加した。」２２）初級社の時には地主と富農は参加

することができなかったが、一九五六年国家は

地主と富農の中の「態度がよく、生産に励んで

いるものは入社を認め、その成分を改めること

を許可し農民と称する」２３）と規定して、地主と

富農も入社できるとした２４）。初級合作社には退

社は自由だったが、高級合作社には全員加入

し２５）、高級合作社への参加を要求された２６）。

高級合作社の成立は国家政策により、急速に

完成していった。鄭宝明によれば、高級合作社

には事実上全村の農家がすべて加入し、それは

「そのような情勢が到来した」という認識が

あったことによる。２７）山西省のある中共古参幹

部によれば、高級合作社は「風」の勢いで一気

に設立された２８）。

高級社が初級社と異なる点は土地の集団化で

あり、この点は農民にとって非常に重要な問題

であった。張麟炳によれば、「初級社の時には

東西の社員に分かれていたが、高級社は【合併

されて】一つになった。」２９）一九九〇年代の再

調査の際、村民に「土地改革で、やっと土地を

分配されたのに、また差し出すことに人々は同

意したのか」と質問したところ、村民は「判ら

ない人もいた。だが判らなくても従った。」と

答え３０）、やむをえない気持ちを表わした。趙鳳

竹のインタビューによれば、その時「皆を集め

て集会をし、国家の政策を貫徹するため方針に

従うこと」を決定しており３１）、高級合作社が完

全に政府の命令によって作られたものあること

がわかる。当時、各調査村の様子は次の通りで

ある。

○寺北柴村では、「県から馬建という人が来

て、五つの初級社を併せて一つの高級社に

し」、３２）全村民が参加した３３）。

○沙井村では、同村は高級社から人民公社へ

と急激に変化した。それは「何と言っても政府

の命令」であった３４）。

○後夏寨村では、高級合作社の成立は「上級

が指示し」３５）、当時村にあった五つの初級社

は、「政府の命令で、数か村が連合して、一つ

の高級合作社を作った。」３６）これは「上級から

の指示」により、すぐ達成された３７）。

○馮家村での劉錫領へのインタビューによれ

ば、村の人は高級合作社に参加を希望しないも

のはいなかった。なぜなら、「参加しないとい

うことは飯を食べないということ」を意味し、

「皆が入社を希望した。」３８）「上級から人民公

社に改組するように通知がきた。」ため、村民

は従わなければならなかった３９）。

○山西省 D村では、「１９５６年に高級合作社（紅

旗社）には全戸が参加した。村にトラクター站

が設置されてトラクターが導入されたので、集

団で農作業をせざるをえなくなった。」４０）実

は、高級合作社ができて、一部の村は生産水準

が高まり、農民の生活も改善した。ある農民に

高級合作社の成立から見る中国低層部における国家権力
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よれば、「高級社に参加して、生活レベルが上

がった、なぜなら、その頃、馬や騾馬を使って

耕作し、また、馬車で荷を運ぶ仕事をしてい

た。」４１）

本来、初級合作社から高級合作社への変化

は、農民の土地が完全に公に帰す巨大な変化で

あったが、実際には軽易に実現してしまった。

その原因は、国家が農村においてすでに広範な

統治の基礎を確立し、新たな国家の権威が村落

にすでに確立されていたからであった。高級社

は村落の全構成員を包括しており、地主・富農

も入社することができた。しかし、社内では彼

らの階級成分による変化はなく、政治的待遇に

おいて平等な一員となることはできず、依然と

して別のものとして見なされ、国家権力にとっ

て核心部分となる村落の社会結合の最周辺部に

位置づけられた。

また、筆者は山西省太原市農業合作史の資料

を利用して、各互助組の結成の経緯を調べて次

の表を作成した。

表１

高級合作社名 成立時期と規模 成立の経緯 その後の状況

趙家堡村高級農業合作社 １９５６年春、村全員参加、

土地３５００畝。

毛沢東の鶴の一声で全国

的に集団化運動の大きな

高まりが現れる情勢下成

立。

一時混乱状態にあり、そ

の後請負制を導入して、

生産水準が高まる。

黄寨郷紅星高級農業合作

社

１９５６年初頭、三つの村よ

り構成し、３２８世帯、土

地９０７６畝。

全国的に集団化運動の大

きな高まりが現れる情勢

下成立。

水利工事をおこし、労働

に応じて分配するので、

生産水準が高まる。

烽火高級合作社 １９５６年１月、三つの村よ

り構成し、３１０世帯、土

地２６４９畝。

「右傾保守思想を批判す

る」風潮の中で成立。

農地、水利施設を改造

し、副業をおこして、生

産水準が高まったが、内

紛が続くので、一つの村

が高級合作社をぬける。

迎青高級合作社 １９５６年、１０９世帯、土地

１０４０畝。

上級工作隊の求めるの

で、全世帯が入社させる。

混乱に落ち込む。一時合

作社をぬける者もいる。

躍進高級合作社 １９５６年１月、三つの村か

ら構成し、１６４世帯、土

地１４１１畝。

上級工作隊が動員し、一

部の農民が入社する気が

なくても、説得される。

請負制を導入し、農業技

術を革新し、生産水準が

高まる。

黄寨郷「五二」高級農業

合作社

１９５６年春、１４の村から構

成し、６１４世帯、土地１６７５２

畝。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

請負制を導入し、気候が

順調であるので豊作。

常青農業社 １９５６年、３４９世帯、土地

３６９９畝。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

水利工事をおこし、野菜

栽培技術を革新し、社員

の収入は増加。

葦院坪高級合作社 １９５６年、村全世帯入社。 県範囲内で全部高級合作

社が成立。

不明。
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民主社 １９５５年、村全世帯入社。 １９５５年１０月中共『農業合

作化に関する決議』が伝

達してから、村の幹部が

動員し、村民全員が入

社。

ノルマ管理制度を設け

て、多角的経営をする。

生産水準が高まる。

灯塔社 １９５６年灯塔社は初級社を

高級社に変える。そのあ

と西羅白社、東羅白社と

統合し、照耀社が成立。

党の農業合作化に関する

方針に従い、さらに「右

傾保守思想を批判する」

風潮の中で規模拡大。

混乱に落ち込んで、照耀

社が解体し、灯塔社に戻

る。ノルマ管理制度を設

けて、水利をおこし、生

産水準が高まる。

光明合作社 １９５６年春、会立村、�家
溝、紅岩、梭峪など四つ

の村より構成。１９０世帯、

土地２４００畝。

不明。 ノルマ管理制度を設け

て、水利工事をおこし、

少し増産したが、村の間

に貧富の差があり、社員

のモチベーションを挫け

る。

星光社 １９５５年、１７８世帯、土地

２８７８畝。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

請負制を設けて、生産水

準が高まる。

花塔高級社 １９５５年、花塔、西鎮、楊

家村など三つの村より構

成、２４３世帯、土地１７７２

畝。

「右傾保守思想を批判す

る」風潮の中で成立。

一時混乱に落ち込んだ、

その後、ノルマ管理制度

を設けて、多角的経営を

して、社員の収入増加。

東光高級合作社 １９５６年、６０２世帯、土地

７２６６畝。

「右傾保守思想を批判す

る」風潮の中で成立。

一時混乱に落ち込んだ、

その後、ノルマ管理制度

を設けて、果樹を栽培

し、羊を飼育する。

中ソ友好高級農業合作社 １９５４年、上後背、下後背、

泥屯、中兵、戴庄、蒿荒、

周家山、廟底、耙歯溝な

ど九つの初級社より構成

する。

上の指示によって成立す

る。

混乱に落ち込んだ、社員

のモチベーションを挫け

る。１９５３年より、２５％減

産。

趙家山高級農業合作社 １９５５年、三つの村より構

成し、３８世帯、土地４００

畝。

「右傾保守思想を批判す

る」風潮の中で成立。

ノルマ管理制度を設け

て、農地を改造し、生産

水準が高まる。

柴村郷明光高級農業合作

社

１９５６年１月、２９８世 帯、

土地４７４２畝。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

請負制を設けて、農地を

改造し、農業技術を革新

し、生産水準が高まる。

高級合作社の成立から見る中国低層部における国家権力
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恒星農業生産合作社 １９５６年春、１４２世帯、土

地２６８０畝。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

ノルマ管理制度を設け

て、大規模な農地を改造

し、電力を通じる。社員

の収入増加。

瓜地溝高級農業社 １９５６年、１１８世帯、土地

１８９４畝。

上の指導を受けて、成立

する。

ノルマ管理制度を設け

て、果樹を栽培し、副業

をおこす。社員の収入増

加。

白家庄集団社 １９５６年、九院、白家庄二

つの初級社より統合して

構成する。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

て、少数の個人経営世帯

が強制的に入社させる。

運輸業をおこし、農地改

造し、社員の収入増加。

新庄村高級合作社 １９５７年、村全世帯。 極左路線の影響を受け、

強制的に成立された。

一時混乱に落ち込んだ、

農民たちは公の物とされ

る前に家畜を屠殺し、樹

木を伐採した。１９５７年の

食糧生産高は１９５６年より

２．１万キロ減産した。

前進高級農業生産合作社 １９５５年１２月、河口、河下、

磨石、寨上四つの村より

構成し、４３５世帯。

上の工作隊が村に来て、

宣伝・動員して、成立し

た。

統一経営をし、農業技術

を改善し、増産したが、

一部の農民の収入が減っ

た。

擁憲高級農業合作社 １９５６年初め、村全世帯が

参加した。間もなく別の

焦武、柳杜、西寧安、東

南安など４社と統合し

て、「共和社」が成立し

た。

上の指示によって成立し

た。

一時混乱に落ち込んだ、

「共和社」が解体され

た。

金星農業生産合作社 １９５６年、２３２世帯（村全

世 帯 の９７．４％を 占 め

る）、土地２８００畝。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

ノルマ管理制度を設け

て、養豚などの多角経営

を行い、増産し、農民の

収入も増加。

躍進高級農業生産合作社 １９５６年、村全世帯（２９世

帯、土地４９０畝）。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

経営混乱ので、減産し

た。１９５７年に、整頓して、

増産した。

蘇華高級農業合作社 １９５６年、全郷の五つの村

より構成した。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

ノルマ管理制度を設け

て、多角経営を行い、公

共資金が増加。
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順道村高級社 １９５５年冬、村全員参加し

た。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

悪平等で農民の生産意欲

が低下し、幹部が勝手に

罰金を課し、責め罵りを

して、農民との対立が深

まる。その後上の工作隊

の指導を受け、ノルマ管

理制度を設けて、幹部の

作風を整頓した。

代家堡村「五二九」高級

合作社

１９５６年春、村全世帯参

加。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

農民の生活状況は改善し

た。

瓦 村農業高級社 １９５５年、村全世帯。 上の工作隊の指導を受け

て、成立した。太原市で

初めの「高級社章程」を

作った。

農業技術を改善し、野菜

を栽培し、農民の収入は

増加。

五一社 １９５６年春、石溝村全世

帯。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

「按労分配」（労働に応

じて分配する）原則を徹

底的に実施し、増産し、

農民の収入も増加。

永久高級合作社 不明、甘草 と庄頭村二

つの村より構成。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。農民の心構えができ

ていない時に急に成立さ

れた。

一時混乱に落ち込んだ、

その後、ノルマ管理制度

を設けて、水利工事を興

し、果樹を栽培し、農民

の収入は増加。

建新高級農業合作社 １９５６年春、北張村１６５世

帯全員入社、土地２０４０

畝。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

ノルマ管理制度を設け

て、水利工事を興し、野

菜を栽培し、農民の収入

は増加。

民主高級農業生産合作社 １９５６年春、西郭湫、東郭

湫、寺南、西牛、轆轤掌

など五つの村より構成

し、４８９世帯。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

混乱に落ち込んだ、社員

の生産意欲が低下し、減

産した。

新峰高級農業合作社 １９５６年２月、郭家梁、科

頭、東塔、小 峰、龍庄

溝、睦連坡、水益など七

つの村より構成した。

上の指導と助けを受け

て、成立した。

統一経営を行い、悪平等

で、減産した。その後、

生産隊を単位として経営

し、生産状況が回復し

た。

豊光社 １９５６年春、資本家１世帯

を除いて、他の村全世帯

が参加した。

幹部と党員、団員が先頭

に立って指導するので、

成立した。

統一経営を行い、ノルマ

管理制度を設けて、増産

した。

高級合作社の成立から見る中国低層部における国家権力
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山西省太原市の四十二の高級合作社はほとん

ど中共と毛沢東の鶴の一声で全国的に集団化運

動の大きな高まりが現れる情勢下で成立した。

「右傾保守思想を批判する」風潮の中で、上の

指導と助けを受けて、幹部と党員、団員が先頭

に立って指導するので、行政的手段を利用して

成立した。一方、国の強制的集団化に対して、

農民からある程度の抵抗も現れていた。四十二

社の中、十五社は一時混乱に落ち込んだが、そ

の後、上の工作隊の指導を受けて、ノルマ管理

制度を設け、水利工事を興し、農業技術を改善

し、増産に成功した。それでも内七社は混乱に

陥り、農民の生産意欲が低下し、結果的に減産

に繋がり、更に解散したケースも見られた。集

団化した後、順調に増産し、生活状況も改善で

きたのは四十二社の半分以下である十九社しか

なかった。

前進高級農業生産合作社 １９５６年春、村全世帯参

加。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

一時混乱に落ち込んだ、

その後、ノルマ管理制度

を設けて、水利工事を興

し、農業技術を改善し、

増産した。

星火高級農業合作社 １９５６年１月、村全世帯参

加。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。村の８割の世帯は初

級合作社を乗り越え、直

接高級社に入社した。

一時混乱に落ち込んだ、

その後、上の工作隊の指

導を受けて、ノルマ管理

制度を設けて、水利工事

を興し、農業技術を改善

し、増産した。

尹家 村高級合作社 １９５５年、村全世帯参加。 全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

混乱に落ち込んだ、農民

の生産意欲が低下し、そ

の年、２０％減産した。

南緑樹村高級合作社 １９５５年５月、村全世帯参

加、２３７世帯、土地３９２６

畝。

地区の党の農工部長の指

導と助けを受けて、成立

した。

ノルマ管理制度を設け

て、農地を改造し、農民

の収入が増加したが、悪

平等で農民の生産意欲が

挫ける。

張花営村高級合作社 １９５６年初め、村全世帯参

加。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

混乱に落ち込んだ、農民

の生産意欲が低下し、

３０％減産した。

裕華農業社 １９５６年春、裕道川など九

つの村より構成した。３７９

世帯、土地３９４２畝。

上の指導を受け、行政的

手段で成立した。

一時増産したが、悪平等

で農民の不満を抱く。

金星高級農業合作社 １９５６年１月、村 全 世 帯

（１１０世帯）参加。

全国的に集団化運動の大

きな高まりに巻き込まれ

る。

一時混乱に落ち込んだ、

その後、ノルマ管理制度

を設けて、増産した。

出典：太原市農業合作史編集委員会編『太原農業合作史・總巻・第一冊・典型村社史』山西人民出版社、１９９３年。
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�．国家による村落への厳格な管理と「瞞
産私分」

一九五〇年代後半、国家は人民公社に軍隊的

な要素を取り入れて編成した。後夏寨では、一

九五八年に軍事化の改造を成し遂げ、大隊を連

隊化した。一村がすなわち一個の連隊であり、

四人の排長がおり、村長が連長となった４２）。後

夏寨はその時、大人民公社（紅専公社と呼ばれ

る）の四営である孫庄営に属した。一個の営は

一〇の村から構成され４３）、一切の行動は軍事化

され、呼び笛を吹かれると、村民は集合した。

畑仕事する時も隊を組んでいった４４）。

大躍進の時、村落の中に性別と年齢によって

分類された各種の隊が作られた。各村には四つ

の隊があり、それには老人による「老黄忠隊」、

女子青年の「花木蘭隊」、男子青年の「敢死隊」、

中年女性の「穆桂英隊」などがあり、みなどこ

かに属していた。彼らはさらに「集団生活をし、

特別なことがない限り家には帰らなかっ

た。」４５）さらに女性の老人は「 太君隊」、若い

青年は「五虎隊」４６）子供は「小老虎隊」を組織

した４７）。山西省 D村は「突撃隊が置かれ、共産

主義青年団から能力のある人間を抜擢して組織

した。主に畑で科学試験・労働を行い、また学

校の管理も行った。その中から優秀な学生を抜

擢し、後継者として育てていた。」４８）当時の隊

長によれば、「突撃隊は団員の中から有能な人

間を選抜して組織された。」「私が本村団支部書

記兼突撃隊長となった時、１２人の有能な団員と

突撃隊を組織し、農地で科学的な試験をし

た。」４９）

更に、山西省 D村では、「躍進隊」を組織し

た。「躍進隊は主に地主・富農・反革命分子・

壊分子・右派分子などで構成されていた。」「皆

王家の祠堂に集められ、彼らに対して管理を行

い」、「昼間は彼らに強制的に労働させ、夜にな

ると批判闘争を行った。そして地主・富農に対

しては隠し財産を差し出させ、出さなければ殴

るなどした。」５０）他の証言によれば、「躍進隊は

主要には階級成分が悪く、窃盗、賭博などをす

る問題のある人、或いは幹部の怒りに触れたよ

うな人たちであった。」「これらの人は食堂で食

事をして外で労働し、夜になって帰ってくると

闘争をして、殴られていた。」といった５１）。

この時、国家権力による村落社会の厳格な編

成は最高潮に達し、村落は軍隊組織と同様に組

織化されており、すでに村民の日常生活は統制

され、集団生活の中で村民は個人の内緒話もで

きないほどであった。元来からのすべての社会

結合関係は、この時期完全に国家権力の統制下

に入った。しかし、いかなる権力であっても、

もしほとんど無制限に膨張するのであれば、社

会的安定を保持する力の均衡を破壊してしまう

ため、長期的な維持は不可能であろう。したがっ

て、国家権力による強烈な圧迫は、必然的に元々

の社会結合による反抗に遭うこととなった。こ

のことは大躍進を破綻させる根本的な原因と

なった。

大躍進運動の失敗後、国家は農村で人民公社

体制の調整を行い、生産隊を基礎とする三級所

有制を確定した。村内では、高級社（人民公社）

の時から、村落の生産隊の区分は互助組、初級

社の組織と異なり、村の範囲で住んでいる場所

によって分けられ、各生産隊の戸数は大体同数

であった５２）。馮家村では、生産隊を三つに分け

たが、その方法は「土地の配置によって区分さ

れた。自分の希望によってではなく、参加した

いかどうかによる」ものでもなかった５３）。寺北

柴村も居住地域の遠近によって小隊に分け、各

隊の人数は同数ではなく、それは小隊の土地は

人数に応じて分けたためであった５４）。寺北柴村

高級合作社の成立から見る中国低層部における国家権力
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では昔から、村落の中には、同族共居の習慣が

存在したため、住所によって生産隊を区分し

た。これは同族関係による居住地域と重なって

おり、人民公社体制には宗族結合に重なる条件

が与えられた。

一九五〇年代後半、国家は農村に対する軍事

化管理を一挙に実現し、農村に対する最も厳格

な統制を達成したが、このような空想的な社会

主義の色合いを持つ軍事化組織は長続きするこ

とはなかった。大規模な水利、鉄作りなどに農

民が動員されすぎたため、農業生産に深刻なマ

イナスの影響を与えた。そして、機械的平均主

義は農民の生産意欲を低下させ、公共食堂は食

糧を浪費した。その結果、大量餓死者が出ると

いう悲惨な事態が発生した。その後、政府は人

民公社体制を調整し、一九六〇年代初めには、

生産隊を基礎とする公社、大隊、生産隊の三級

所有制に改変した。生産隊は農民の最も基本的

な集団であり、村内の居住区域によって区分さ

れ、村民の伝統的な宗族、居住地域関係によっ

て補強された。大躍進の失敗以降、政府は三級

所有制を実施し、その重点は生産隊に置かれ

た。したがって生産隊は国家が農民を組織する

最も基本的な単位となった。その規模は十数戸

から数十戸までであり、おおよそ元の大型互助

組や初級社に相当し、宗族結合あるいは隣近所

の関係により重層的な構造を持ち、相互間の直

接的利益は密接に関連していて、村民の利益結

合の基本的空間を形成した。生産大隊は元々の

村落を基礎とし、元々の村落の結合関係と空間

的に一致しており、村民たちの最も広範な地縁

的利益結合を体現していた。このような結合は

村落全体の利益を維持しており、国家権力に抵

抗する主要な結合関係であった。人民公社は完

全に国家の行政機関として機能し、公社幹部は

国家の幹部であり、村民の目には彼が完全に国

家の代表であると映っていた。人民公社の規模

は村落の範囲を超えたため、農民の伝統的社会

結合はこの領域まで拡大することはなく、その

ため、この空間内を農民たちは自己の利益関係

と一致させて考えることができなかった。

人民公社を通じて、国家は村落に対して厳し

い統制を敷いた。計画経済では、村落の作付け

計画、分配基準などもすべて人民公社によって

管理され、公社と村との関係について言えば、

公社の党委員会には公社管理委員会が、村には

村支部や村大隊がそれぞれ置かれていた。公社

の党委は中国共産党の農村における基層組織で

あり、公社管理委員会は行政組織であった。公

社の社長、副社長は公社の党委員会に参加し、

各村の党務や行政事務や生産工作を指導する役

割を担っていた。したがって、「この両者は上

級、下級の指導関係であった。」５５）

人民公社は生産大隊の生産計画と分配を管理

していた。村民によれば、公社ができると、「村

の生産や収穫は全て公社の指示によった。収穫

の分配も公社の言う通りにした。余りは公社の

ものとなった。」５６）入社当初、上級の管理は緩

やかであったが、次第に厳格になり、何を植え

るかを義務づけ、一定の生産量を要求するよう

になった。「もともとは何を植えるか決められ

ただけだったのに、後には生産量まで規定され

た。」そのとき、「大隊の幹部も調査せずに勝手

に公社に生産量を報告していたが、その数字は

必ずしも完全なものではなかった。」５７）そし

て、年末の分配に関しても必ず公社に指示を仰

ぎ、許可を得ないかぎり分配することは不可能

であり、「村と公社は緊密で一体化していた。」５８）

大隊（村落）は公社からの生産計画を受けて、

生産任務を定めた。各生産隊は土地に食糧、ト

ウモロコシ、豆等の作付け量を提起したが、ど

の土地にどんなものを植えるか、大隊は関与す
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ることはなく、生産隊によって具体的に計画さ

れた５９）。生産隊長の任務は上級政府が与える指

令の指標を具体化することだった６０）。

公社は農民の食糧や生活までも厳しく管理し

た。国家が集団化を遂行した目的の一つは食糧

の統制であり、集団を通じることによって食糧

を徴収しやすくなったのである。集団化以前、

食糧の徴収は困難であった。例えば寺北柴村で

は、かつて一九五四年に余剰の食糧を動員し

た。村民によれば、「一人一人の名前を呼ばれ、

どのくらい供出できるか問われた。（中略）こ

の時、やってきたのはやはり武装部」であり６１）、

国家と農民個人との関係はかなり緊張してい

た。

しかし集団化以降、国家は食糧を容易に徴収

できる一方で、さらに農民の食糧も厳しく規定

した。村民によれば、初級社の時の食糧生産は

増大し、国家は食用の食糧を一人に三〇〇斤と

規定し、残った食糧は国家に売却させた。高級

社の時も同様であり、食べる食糧の量はあまり

変化しなかった６２）。一九五三年から国家は統一

購買・統一販売を実施し、沙井村の生産量は国

家により査定され、それを超過した場合には、

奨励が出た。しかし、任務を遂行できなかった

場合、社員の食糧供給量は少なくなった。農民

は「農業支出は多く、食糧価格は低い、国定価

格だ。」と不満を漏らしていた６３）。集団化以降、

農民の生活水準は下降した。まず農民個人の食

糧消費量が減少し、次に食べることのできる食

品目も変化した。華北農村では、小麦が「主食」

であったが、生産量の低下や政府生産制限によ

り、生産量の多いトウモロコシや高粱などの「雑

穀」の生産を推進し、この時期の農民はトウモ

ロコシや高粱などの「雑穀」を主食としていた。

さらに食用油や野菜の消費量も政府によって制

限された。馮家村の王汝香（祥）によれば、解

放以後、土地を深く耕した年から生活が悪くな

り、その後さらに悪化した。文革の時に「毎日

八両を食べて、三ヶ月間で八〇～九〇斤の小麦

を食べた。その他は雑穀で雑穀（ママ）が多かっ

た。」６４）

国家は計画経済を行い、農作物の種類を決

め、村落の農作物の種類も変更させた。国家は

食糧作物（トウモロコシ、高粱など）を多く栽

培させた。後夏寨では、高級社以後落花生生産

が減少したため、村の油坊は閉鎖された６５）。農

民の食糧は粗糧（雑穀）が主であり、食用油な

どは非常に少なかった。

さらに、しばしば村幹部は食糧の生産量に関

して虚偽の報告をしたため、実質の生産量の大

部分が上納され、その結果農民の食糧が不足す

る状態となった。寺北柴の徐孟祥へのインタ

ビューによれば、

［質問］「公社の時の売却量はそれ以前の倍

ぐらいか。」

［答え］「五七年の量はそれほど多くない。

五八年以後の量は倍以上だった。」

［質問］「あなたは当時大隊長だった筈、上

納量が多いことに同意したのか。」

［答え］「同意しないわけにはいかなかっ

た。」

［質問］「やはり多めに報告したのか。」

［答え］「多く言わなければ批判されてしま

う。モデルと比べられてしまう。比べ

られたうえで、別な隊が多く報告すれ

ば、我々も多く言わねばならない。他

の隊が畝当り七〇〇斤なのに、寺北柴

はなぜ五〇〇斤なのかと言われれば、

多く言わないわけにはいくまい。」６６）

農村幹部については、中村則弘が「国家の命
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令と地域民衆の要求との間のジレンマ」と「基

層幹部の威信と経済的報酬との間のジレンマ」

によって、四類型即ち利権屋型、国家献身型、

民衆代表型と土着ボス型に分類した６７）。調査村

での幹部らは「四清運動」までに、大部分は国

家の命令に従い、完全に国家の代理人となっ

た。これにより、国家は厳格に村落を統治する

ことができた。

初級社に続いて、国家は強力に高級社を推進

し、人民公社制度を確立した。人民公社体制の

下に、村落の全員が生産隊に参加し、村落は国

家の最も基層部分の行政単位になった。村落の

生産（栽培）計画、分配基準なども公社によっ

て決定されており、この時期の村落は国家に厳

格にコントロールされた。しかし、人民公社体

制の中において、伝統的社会結合がすべて排除

されていたわけではなく、むしろ一部分は却っ

て強化されていた可能性も否定できない。華北

における自然村落は人民公社時代でも基本的な

地域社会結合（生産大隊）として残された。国

家による食糧などの徴収は生産大隊（華北にお

いて村落に相当する）を単位として行われた

が、これは清代の「順庄法」と近似していた。

村落は国家の徴収の単位であり、国家の徴収に

対応するために村落地縁結合は強化された。例

えば次の現象は調査村においてよく発生したこ

とであった。即ち「瞞産私分」（生産量が少な

く偽って報告し、偽った分を村民自分たちで分

けること）と村の「少報土地」（土地面積につ

いても虚偽に小さいと報告し、上納量を少なく

すること）である。国家の過度の徴収に対抗し

て、村落の結合は強くなった。その他、村落中

の生産隊の区分は居住区域によって区分されて

いたが、伝統的な同族共居によって、同族と生

産隊とは重なっており、したがって宗族結合も

強化された。人民公社体制下において、戸籍は

厳格に管理され、村民が自由に移動することは

不可能であった。日常的互助も主に村落範囲内

で行なわれていた。国家が計画経済を行い、村

落の農作物の種類を決め、家庭副業と定期市場

も厳格に管理されることとなった。村民と村落

以外の連絡も減少し、村落はもっとも基本的な

生活圏となり、日常的互助も村落範囲内で行わ

れた。

おわりに

本稿において華北農村おける国家権力の特徴

が「専制的権力が強く、基礎的権力が弱い」と

いうことについて明らかにした。近代になっ

て、国家権力の村落への伸張は一層強化された

が、基礎的権力はさらに弱体化した。特に国家

権力の分裂によって、国家権力は暴力的にな

り、物理的強制力を強め、正統性・合理性は不

十分になったため、全体としての国家権力は弱

体化していった。清末以来、国家は村落に対す

る徴収を強化していたが、一方で村民の国家意

識は弱くなっていった。

国家権力は、村落社会結合の中核であるとい

うことである。一般的な社会人類学的調査と異

なる視点から中国の社会結合について考察する

際、最も核心となる問題は、国家が存在する状

況下の地域の範囲内における社会秩序の維持と

国家権力との関係である。こうした視点から見

た場合、中国では国家権力が村落社会結合の中

核であったことが分かる。村落社会結合は完全

ではなかったので、自律性が低下した場合に

は、その社会秩序の維持は、国家権力の介入を

必要とした。民俗宗教の中には帝政国家の観念

が深く浸透していた。村落における一部の互助

行為は国家によって管理され、あるいは国家行

政活動に吸収されていた。国家は村落社会の再
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編に圧倒的な力を持ち、保甲制・郷里制・郷地

制から集団化・人民公社に至るまで、国家の村

落に対する再編は、人々に対するコントロール

から地域に対するコントロールまで及び、さら

には人々の生産・生活までも制御し、国家権力

は村落社会の隅々にまで拡大していた。

しかしながら、華北村落において国家権力に

対抗する組織が形成されにくかったということ

は、必ずしも村落から国家権力への反乱がない

ということを意味してはいなかった。華北にお

ける国家と村落という統治と被統治の関係につ

いていえば、「統治政策の実施→村落による抵

抗→統治政策の更なる調整（統治の維持）」と

いう日常的なプロセスは崩されやすかった。何

故なら、村落内部には対抗する組織が形成され

にくかったからである。その結果、国家権力か

らの伸ばしは往々にして制限無く行われること

になった。そのため村落における反抗的エネル

ギーは長い期間にわたって少しずつ積み重ねら

れ、最終的に爆発し、反乱に至ることになった。

現在中国農村部でよく起こった「群体事件」（大

規模的或いは暴力的抗議行動）はこのような国

家権力構造を物語っている。

１）和田清は中国の帝政時期の政治体制に関して、「上
は天子より下は微士卑官に至るまで、中央政府では
宰相から属僚まで、地方官では総督巡撫から知州知
県の及ぶまで、ピラミッド型の官僚階級が整然とし
て出来上って居り、独裁専制の政権を維持して来た
のであるが、その統轄は知州知県等の所謂「親民の
官」までに止まり、更にその下の一般人民には殆ん
ど及ばなかった。」と述べている（和田清編（１９３９）
『支那地方自治発達史』汲古書院、２ページ）。
２）清水盛光によれば、「中国のおける官治機構の末
端が州県衙門に止まり、州県以下の郷村統治に関し
ては官みずからの機関を以て直接これに関与するこ
となく、庶民に役を課して官治の補助機関たらし
め、いわゆる郷人をして郷を治めるといふ方法を採
用した。」という（清水盛光（１９５１）『中国郷村社会
論』岩波書店、１３ページ）。

３）スキナーによれば、「地方の準政治組織はより弱
く、ほとんど効率的ではなかったし、地位の低い指
導者によって支配された。」という。（G,William Skin-
ner（１９９３）Marketing and Social Structure in Rural
China, Association fo Asian Studies, Inc＝日本語版：
G. W．スキナー著・今井清一他訳（１９７９）『中国の
農村市場・社会構造』法律文化社。日本語版、１１９
ページ）。

４）中国史研究会が刊行した二冊（中国史研究会編
（１９８３）『中国史像の再構成―国家と農民』文理閣。
中国史研究会編（１９９０）『中国専制国家と社会統合
――中国史像の再構成�』文理閣）の論文集の中で、
春秋戦国期に於ける土地制度の様子を検討した渡辺
信一郎は、各国の王権に集中させるとともに、小経
営生産様式及び土地所有次元の萌芽的支配―隷属関
係を主権のもとに編成・集中し、やがて皇帝権力の
もとに統一してゆく過程である、という見解を導き
足している。（渡辺信一郎「国家的土地所有と封建
的土地所有」『中国専制国家と社会統合――中国史
像の再構成�』）また、唐宋変革期に於ける家族関
係の視座から検討を加えた大澤正昭は、人間関係の
基調は、家族主義的な集団的関係を基本とするもの
から、個別の人間関係（契約関係等）を基本とする
ものへ変化していったと言えるであろう、そしてこ
れは、国家の裁判などの公共機関へと集中して行く
性質をも持った関係として立ち現れていた、（大沢
正昭「『笞』・『僕』・『家族関係』――『太平広記』・
『夷堅志』に見る唐宋変革期の人間関係」『中国専
制国家と社会統合 中国史像の再構成�』）と結論
付けている。足立啓二は、これらの共同研究の成果
について「第一巻では、小経営を直接に編成し、そ
の剰余をもとに社会を再生産する主体、中国におけ
る生産関係として専制国家をとらえた。その上で前
近代社会発展の原動力であり、国家編成の展開の基
底ともなる。小経営の中国における発展の諸階段を
示した。第二巻では、非共同体的社会構造とその上
に存在する主権の集中した専制国家を論じ、専制国
家が社会を統合し再生産する過程としての財政・貨
幣の構造について分析した。」と述べて、研究史上
に位置付けている。（足立啓二（１９９８）『専制国家史
論――中国史から世界史へ』柏書房、４８ページ）。
５）Helen Siu, 1989, Agents and Victims in South China,

Yale.
６）魏光奇によれば、まず門閥世族などに代表される
各種の血縁組織が吸収され、長らく続いていた郷官
制度にあっても唐代に至ると「郷職」の地位は「差
役」へ下がり、そして里社制度が衰退し、それに代
わって郷地制度が誕生した結果、国家の地縁組織が
強化されたものの、その一方で社会は弱体化への途
を辿った、とされる。（魏光奇（２０００）「清代直隷的
里社与郷地」『中国史研究』第一期）。

７）夫馬進（１９９７）『中国善会善堂史研究』同朋舎出
版、５２３～５２６ページ。

８）清代順天府宝 県県衙の文書を調べた小田則子

注
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は、郷保の選出、同族の土地の管理、首事人への訴
訟、村廟の修理、祭りの運営、道や橋の修理、共有
物の管理、賭博の禁止、打更の実施など様々な用件
について、村民が県に報告・提訴・請願し、命令を
求めていた事実─例えば、賭博の禁止を定めた「公
議」の拘束力が弱かったために、村民はその解決を
国家権力に委ねなければならなかった─を指摘した
上で、「もとより華北の郷村の合議（『公議』）のな
かには、県政府と対抗するかに見える自律的な輿論
形成の活動や、広域的な公益事業が出現するわけで
はない」と述べ、村落の自律の弱さと国家権力の存
在を明らかにしている（小田則子（２００１）「清代の
華北郷村における公義――順天府宝 県の事例」
『名古屋大学東洋史研究報告』第二十五号）。

９）「統治者のエリートとしての代表者は官吏で、地
主ではない、だから、官吏こそは農民攻撃の目標で
ある。農民の自発的に反抗する対象に関する選択
は、中華民国の農民は顕著な国家からの圧迫意識を
もっており、階級的な被搾取意識は却って薄いとい
うことを証明した。」（Fairbank, John King The Cam-
bridge History China. Vol.13, Republican China 1912-
1949, Part 2. Cambridge University Prees 1986；中国語
版：畢仰高（Bianco, Lucien）「第六章 農民運動」、
費正清主編、章建剛など訳（１９９２）『剣橋中華民国
史』第二部、上海人民出版社、３３１～３３２ページ）。

１０）中国農村慣行調査刊行会編（１９５２～１９５７）『中国
農村慣行調査』巻五、岩波書店、２９８ページ。以下
『中国農村慣行調査』を『慣行調査』と略する。ま
た「『慣行調査』□巻□□ページ、即ち五巻２９８ペー
ジ」の如く略称する。

１１）中村哲編（１９９３）『東アジア専制国家と社会・経
済――比較史の視点から』青木書店、３２～３３ページ。
また、杜正勝（１９９０）『編戸齊民――伝統政治社会
結構之形成』聯経出版事業公司、３２～３３ページを参
照。

１２）周代の郷遂制は、王城の近郊では、五家を比とし、
五比を閭とし、四閭を族とし、五族を党とし、五党
を州とし、五州を郷とし、一郷は一万二千五百家で
ある。王城の郊外では、五家を隣とし、五隣を里と
し、四里を とし、五 を鄙とし、四鄙を県とし、
五県を遂とし、一遂は一万二千五百家である。漢代
の長老制は、十里に一亭を設け、十亭に一郷を設け
た。唐代の郷里制は、三家を保とし、四家を隣とし、
十家以上を村或は坊とし、百家を里とし、五里を郷
とした。宋代の保甲制は、小保（十家）、大保（五
十家）、都保（十大保）を設けた。張琢（１９９７）「中
国基層社区組織的変遷」『社会学研究』第四期。ま
た、白鋼主編（１９９６）『中国政治制度通史』人民出
版社、参照。

１３）魏光奇（２０００）「清代直隷的里社与郷地」『中国史
研究』第一期。

１４）清水盛光（１９５１）『中国郷村社会論』岩波書店、
３８８ページ。
１５）中村哲編（１９９３）『東アジア専制国家と社会・経

済――比較史の視点から』青木書店、３２～３３ページ。
１６）「紳士の手によって立てられ運用される国家法
と、民衆に日常生活における規範意識との間に、価
値体系としての等質性が目立つのも、むしろ当然の
ことであろう。」（滋賀秀三（１９６７）『中国家族法の
原理』創文社、１６ページ）。

１７）「権威の承認を求め服従の動機を喚起する捷径
は、国家権威と儒教権威とのすりかえであろう。こ
れに成功すれば、国家意思への服従が規範への敬虔
な順応と意識され、権力の要求が儒教的当為と錯覚
されるにいたる。」（赤塚忠、金谷治、福永光司、山
井湧（１９６７）『中国文化叢書三 思想史』大修館書
店、９２ページ）。

１８）「頒行六諭臥碑、行八旗直隷各省挙行郷約、于毎
月朔望日聚集公所宣講：孝順父母、尊敬長上、和睦
郷里、教訓子孫、各安生理、毋作非為」（『清朝文献
通考』巻二一、職役二、考五〇四七）。

１９）『慣行調査』五巻２９７ページ。
２０）『慣行調査』一巻３１５ページ。
２１）拙稿（２０１２）「互助組の結成から見る中国の国家
権力と人間関係」『東アジア評論』第４号、長崎県
立大学東アジア研究所。

２２）三谷孝編（１９９９～２０００年）『中国農村変革と家族・
村落・国家――華北農村調査の記録――』第一巻、
汲古書院、６６５ページ、沙井村張麟炳への聞き取り。
以下、『中国農村変革と家族・村落・国家――華北
農村調査の記録――』を『華北農村調査』と略する。
また、『華北農村調査』の注の表記方法は『慣行調
査』○○巻、○○ページという表記方法を採る。

２３）「一九五六年到一九六七年全国農業発展綱要（草
案）」、中共中央文献研究室編（１９９４）『建国以来重
要文献選編』、第八冊、中央文献出版社。

２４）『華北農村調査』 一巻７５６ページ。
２５）『華北農村調査』 一巻７５６ページ。
２６）『華北農村調査』 二巻６２ページ。
２７）『華北農村調査』 二巻５１２ページ。
２８）弁納才一（２０１０）「華北農村訪問調査報告�」、『北
陸史学』第五十七号。

２９）沙井村張麟炳への聞き取り、『華北農村調査』
一巻７５５ページ。

３０）沙井村張麟炳への聞き取り、『華北農村調査』
一巻６６５ページ。

３１）三谷孝編（１９９３）『農民が語る中国現代史』内山
書店、１７５～１７６ページ。

３２）『華北農村調査』 一巻１８２ページ。
３３）『華北農村調査』 一巻４０５ページ。
３４）『華北農村調査』 一巻７５０ページ。
３５）『華北農村調査』 二巻１２０ページ。
３６）『華北農村調査』 二巻３３３ページ。
３７）『華北農村調査』 二巻３４２ページ。
３８）『華北農村調査』 二巻４６２ページ。
３９）『華北農村調査』 二巻４８８ページ。
４０）弁納才一（２０１１）「華北農村訪問調査報告�」、『金
沢大学経済論集』第３２巻第１号。
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付記：本研究は、２０１２年度長崎県立大学学長裁

量教育研究費の助成による研究成果の一部であ

る。

４１）河野正・田中比呂志（２０１２）「華北農村訪問調査
報告�――２０１０年８月・１２月、山西省 P県 D村」、
『東京学芸大学紀要 人文社会科学系�』第６３集。

４２）『華北農村調査』 二巻７４～７５ページ。
４３）『華北農村調査』 二巻８４ページ。
４４）『華北農村調査』 二巻９８ページ。
４５）『華北農村調査』 二巻８４ページ。
４６）『華北農村調査』 二巻９８ページ。
４７）『華北農村調査』 二巻１１８ページ。
４８）河野正・佐藤淳平訳、田中比呂志監修（２０１２）「山
西省農村調査報告――２０１０年７月・８月・１２月、P
県の農村」、『東京学芸大学紀要 人文社会科学系
�』第６３集。

４９）行龍・�平など（弁納才一訳）（２０１１）「山西省農
村調査報告�――２０１０年７月、P県の農村」、『金沢
大学経済論集』第３１巻第２号。

５０）�平・常利兵など（河野正・佐藤淳平訳、田中比
呂志監修）（２０１２）「山西省農村調査報告――２０１０年
７月・８月・１２月、P県の農村」、『東京学芸大学紀
要 人文社会科学系�』第６３集。

５１）�平・常利兵など（河野正・佐藤淳平訳、田中比
呂志監修）（２０１２）「山西省農村調査報告――２０１０年
７月・８月・１２月、P県の農村」、『東京学芸大学紀
要 人文社会科学系�』第６３集。

５２）後夏寨王維章への聞き取り、『華北農村調査』
二巻７４～７５ページ。

５３）『華北農村調査』 二巻４７４ページ。
５４）『華北農村調査』 一巻１７７ページ。
５５）平原県李海彬・王成和への聞き取り、『華北農村
調査』 二巻１０１ページ。

５６）沙井村李広明への聞き取り、『華北農村調査』
一巻７５０ページ。

５７）寺北柴�老艶への聞き取り、『華北農村調査』
一巻３６８～３６９ページ。

５８）平原県李海彬・王成和への聞き取り、『華北農村
調査』 二巻１０１ページ。

５９）馮家村孫義争への聞き取り、『華北農村調査』
二巻５６０ページ。

６０）後夏寨王維宝への聞き取り、『華北農村調査』
二巻１０２ページ。

６１）『華北農村調査』 一巻１０７ページ。
６２）呉店村郭仲安への聞き取り、三谷孝編（１９９３）『農
民が語る中国現代史』内山書店、７４ページ。

６３）『華北農村調査』 一巻７３８ページ。
６４）『華北農村調査』 二巻５４６ページ。
６５）『華北農村調査』 二巻１４６ページ。
６６）『華北農村調査』 一巻１８３ページ。
６７）中村則弘（１９９４）『中国社会主義解体の人間的基
礎』国際書院、参照。
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